
V-2-1-1 耐震設計の基本方針

V-2-1-2 基準震動動Ss及び弾性設計用地震動Sdの策定概要

V-2-1-3 地盤の支持性能に係る基本方針

V-2-1-4 重要度分類及び重大事故等対処施設の施設区分の基本方針

V-2-1-5 波及的影響に係る基本方針

V-2-1-6 地震応答解析の基本方針

V-2-1-7 設計用床応答解析の基本方針

V-2-1-8 水平2方向及び鉛直方向地震力の組合せに関する影響評価方針

地盤の支持性能について

(2) 屋外重要土木構造物の地盤物性のばらつきの詳細は「屋外重要土
木構造物の補足説明資料」に示す

波及的影響について

＜補足説明資料＞

耐震評価の網羅性，既工認との手法の相違点の整理について

・動的解析においては，地盤の諸定数も含めて
材料のばらつきによる変動幅を適切に考慮す
る。

水平２方向に関する補足説明資料

＜工事計画認可申請書添付書類＞

V-2-1 耐震設計の基本方針

・有効応力解析用の物性値

1． 共通事項
1.1 対象設備
1.2 屋外重要土木構造物の要求性能に対する耐震評価内容
1.3 安全係数
1.4 屋外需要土木構造物の耐震評価における断面選定の考え方
1.5 地盤物性・材料物性のバラツキの考慮方法（追記）

不確実性への考慮として実施する，「地盤を強制的に液状化させることを仮定した解析
ケース」及び「原地盤において非液状化の条件を仮定したケース」が，地盤のせん断波速
度Vsのバラツキ（±１σ）のケースを包絡することを確認する。

V-2-2-6他 取水構造物の耐震計算書 等

（V-2-2以降） 耐震性についての計算書

3.2 解析方法
（追記）
地中土木構造物への地盤変位に対する保守的な配慮として，①を実施する。
上部土木構造物及び機器・配管系への加速度応答に対する保守的な配慮とし

て，②を実施する。

2. 地震応答解析の方針
（追記）
・地中土木構造物への地盤変位に対する保守的な配慮として，地盤を強制的
に液状化させることを仮定した影響を考慮する場合は，原地盤よりも十分
に小さい液状化強度特性（敷地に存在しない豊浦標準砂に基づく液状化強
度特性）を設定する。（①）

・上部土木構造物及び機器・配管系への加速度応答に対する保守的な配慮と
して，地盤の非液状化の影響を考慮する場合は，原地盤において非液状化
の条件を仮定した解析を実施する。（②）

東海第二発電所 屋外重要土木構造物の耐震評価における「地盤物性の不確実性への考慮」及び「地盤物性のばらつき」に係わる説明の概要について
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2．東海第二発電所の既工認との手法の相違点の整理について
2.2.2 屋外重要土木構造物
今回工認においては，地盤物性の不確実性への考慮として，①及び
②を考慮した解析を行う。

屋外重要土木構造物の
補足説明資料

建物・構築物における
補足説明資料
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⓪原地盤物性値
・液状化強度特性（平均－１σ）
・地盤のせん断波速度（平均）

②原地盤物性値（非液状化）
・液状化強度特性（非液状化を仮定）
・地盤のせん断波速度（平均）

①豊浦標準砂に基づく物性値
・液状化強度特性（豊浦標準砂を仮定）
・地盤のせん断波速度（平均）

③原地盤物性値（＋１σ）
・液状化強度特性（平均－１σ）
・地盤のせん断波速度（平均＋１σ）

④原地盤物性値（－１σ）
・液状化強度特性（平均－１σ）
・地盤のせん断波速度（平均－１σ）
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【地盤物性の不確実性への考慮】 【地盤物性のバラツキ】

「地盤物性のバラツキ」に対する
「地盤物性の不確実性への考慮」
の包絡関係を確認する。


